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※市外局番は書いてあるものを除きすべて
０４２です。

文化庁
シンボル
マーク

　
視
覚
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
メ

イ
ク
に
関
心
の
あ
る
方
や
お
困
り

の
方
に
、
プ
ロ
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
全
盲
の
講
師
が
、

鏡
を
使
わ
な
く
て
も
で
き
る
「
メ

イ
ク
の
基
礎
」
か
ら
「
ア
イ
メ
イ

ク
や
リ
ッ
プ
の
塗
り
方
」
ま
で
詳

し
く
説
明
し
ま
す
。

　
今
年
流
行
の
「
夏
色
メ
イ
ク
」

も
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
参

加
し
て
、
楽
し
く
メ
イ
ク
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
【
日
時
】
７
月　
日
（
土
）
午
後

１５

１
時
半
～
３
時
半

　
【
会
場
】
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

　
【
定
員
】
先
着　
人
（
要
予
約
）

１０

　
【
費
用
】
無
料

　
※
介
助
者
同
伴
の
方
を
優
先
。

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
午
前
９

時
～
午
後
５
時
に
、
電
話
で
同
セ

ン
タ
ー
・
徳
大
寺
ま
た
は
高
橋
☎

４
７
７
・
２
７
１
１
へ
。

会
員
募
集

　
◆
東
久
留
米
市
ラ
ジ
オ
体
操
連

盟　
毎
日
午
前
６
時　
分
～
７
時
、

１０

滝
山
公
園
、
向
台
広
場
な
ど
６
カ

所
で
。
会
費
年
１
２
０
０
円
。
正

し
い
ラ
ジ
オ
体
操
、
練
功
十
八
法

を
身
に
付
け
健
康
維
持
。
初
心
者

歓
迎
。
詳
し
く
は 
對
馬 
☎
４
７

つ
し
ま

１
・
５
７
４
２
へ
。

　
◆
俳
句（
雑
木
林
の
会
）　
第
４

水
曜
日
午
後
１
時
～
４
時
、
西
部

地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費
１
回

１
０
０
円
。
俳
句
を
楽
し
む
会
で

す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

初
心
者
歓
迎
。
見
学
可
。
詳
し
く

は
上
野
☎
０
８
０
・
２
１
０
７
・

８
５
０
５
へ
。

　
◆
健
康
体
操（ 
自
彊
術 の
会
）　

じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ

毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
～
４
時　
２０

分
。
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他
で
。

入
会
金
３
０
０
０
円
、
会
費
月
２

５
０
０
円
。　

の
動
作
か
ら
な
る

３１

健
康
体
操
で
す
。
老
化
防
止
、
健

康
維
持
に
。
男
性
も
在
籍
。
見
学

可
。
詳
し
く
は
加
藤
☎
４
７
６
・

４
０
３
１
へ
。

　
◆
水
彩
ま
た
は
色
鉛
筆
（
な
な

き
ち
絵
画
ク
ラ
ブ
）　
第
２・第
４

金
曜
日
の
午
後
１
時
～
３
時
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３

０
０
０
円
、
会
費
月
３
０
０
０
円
。

近
隣
の
風
景
や
静
物
画
を
練
習
し

ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は

 
七  
吉 
☎
０
８
０
・
２
２
６
０
・
８

な
な 
よ
し

７
５
０
へ
。

　
◆
懐
か
し
の
歌
と
お
喋
り
の
会

　
第
３
水
曜
日
午
後
２
時
～
４
時
、

大
門
町
二
丁
目
ア
パ
ー
ト
集
会
所

で
。
会
費
月
３
０
０
円
。
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
に
合
わ
せ
て
懐
か
し
い

歌
を
歌
い
、
気
軽
に
お
喋
り
し
ま

し
ょ
う
。
詳
し
く
は 
一  
政 
☎
０
８

い
ち 
ま
さ

０
・
２
０
４
７
・
０
３
８
２
へ
。

催

し

　
◆ 
Ｈ
Ａ
Ｓ 
バ
ザ
ー
（
ホ
ー
ム
・

ハ
ス

ア
ニ
マ
ル・ソ
サ
エ
テ
ィ
）　
５
月

　
日
（
日
）
午
前　
時
～
午
後
３

２１

１０

時
、
平
屋
の
一
軒
家
（
金
山
町
１

ノ
６
ノ　
）
で
。
参
加
費
無
料
。

１５

雨
天
の
場
合
は
５
月　
日
に
延
期
。

２８

収
益
は
動
物
の
保
護
・
医
療
費
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し

く
は
浅
木
☎
４
６
２
・
８
６
０
６

へ
。
　
◆
写
真
展
（
写
遊
「
つ
つ
じ
」）

　
６
月
１
日
（
木
）
～
５
日
（
月
）

の
午
前　
時
～
午
後
６
時
（
初
日

１０

は
正
午
か
ら
）、
ス
ペ
ー
ス
１
０

５
（
市
役
所
向
か
い
）
で
。
入
場

料
無
料
。
四
季
情
景
の
風
景
写
真

展
で
す
。
詳
し
く
は
柳
澤
☎
４
７

３
・
１
０
０
１
へ
。

　
◆
ち
ゃ
れ
ん
じ
ひ
ろ
ば
（
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
東
京
都
第
１
５
０

団
）　
５
月　
日（
日
）午
前　
時

２１

１０

～
正
午
、
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ

ば
で
。
参
加
費
無
料
。
子
ど
も
向

け
の
簡
単
な
救
急
法
や
縄
結
び
、

ク
ラ
フ
ト
、
道
し
る
べ
な
ど
。
詳

し
く
は 
當  
麻 
☎
４
７
３
・
７
４
３

と
う 
ま

０
へ
。

　
◆
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
・
チ
ャ
ペ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
（
久
留
米
キ
リ
ス
ト

教
会
）　
６
月
４
日（
日
）午
後
２

時
か
ら（
１
時
半
開
場
）、久
留
米

キ
リ
ス
ト
教
会
（
本
町
２
ノ　
ノ
１４

３
）で
。
入
場
料
無
料
。
ピ
ア
ノ・

バ
イ
オ
リ
ン
・
声
楽
の
３
者
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
詳
し
く
は

加
藤
☎
４
７
５
・
３
９
７
９
へ
。

　
◆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
Ｋ
Ｋ
ギ

タ
ー
ク
ラ
ブ
）　
５
月　
日
（
水
）

１７

午
前　
時　
分
開
演
（　
時
半
開

１０
４０

１０

場
）、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
講
習

室
で
。
入
場
料
無
料
。
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
ジ
ャ
ズ
・
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
を

演
奏
し
ま
す
。
詳
し
く
は 
渡  
下 
☎

わ
た 
し
た

４
６
５
・
４
４
６
６
へ
。

　
◆
第　
回
住
宅
デ
ー
（
東
京
土

４０

建
清
瀬
久
留
米
支
部
）　
５
月　
２１

日
、
６
月
４
日
の
い
ず
れ
も
日
曜

日
午
前　
時
～
午
後
２
時
、
八
幡

１０

東
公
園
（
下
里
一
丁
目
）・市
役
所

１
階
屋
外
ひ
ろ
ば
・
西
部
地
域
セ

ン
タ
ー
前
で
。
参
加
費
無
料
。
楽

し
い
催
し
と
奉
仕
活
動
で
建
設
職

人
の
技
と
住
ま
い
の
情
報
を
紹
介

し
ま
す
。
詳
し
く
は 
砂  
川 
☎
４
７

す
な 
が
わ

３
・
８
７
５
１
へ
。

　
◆
第　

回
カ
メ
ラ
ー
タ
コ
ン

１０

サ
ー
ト（
カ
メ
ラ
ー
タ 
ム
ジ
カ
ー

レ
）　
６
月　
日（
土
）午
後
２
時

１０

開
演（
１
時
半
開
場
）、清
瀬
け
や

き
ホ
ー
ル（
清
瀬
市
元
町
一
丁
目
）

で
。
入
場
料
無
料
。
日
本
・
イ
タ

リ
ア
・
ド
イ
ツ
歌
曲
、
オ
ペ
ラ
ア

リ
ア
な
ど
。
指
導
は
原
口
隆
一
氏
。

詳
し
く
は
高
橋
☎
４
２
０
・
４
０

４
３
へ
。

　
◆
ウ
ク
レ
レ
リ
ズ
ム
講
習
会

（
ホ
ノ
ル
ル 
ウ
ク
レ
レ 
ワ
イ
キ

キ
ク
ラ
ブ
）　
６
月
８
日（
木
）午

後
１
時
半
～
３
時
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
集
会
学
習
室
１
で
。
参
加

費
５
０
０
円
。
初
心
者
・
中
高
年

齢
者
歓
迎
。
プ
ロ
講
師
指
導
。
ウ

ク
レ
レ
持
参（
な
く
て
も
可
）。
詳

し
く
は
小
林
☎
０
９
０
・
６
５
１

２
・
４
９
２
９
へ
。

　
◆
第　
回
定
期
演
奏
会
（
東
久

２９

留
米
市
民
吹
奏
楽
団
）　
７
月　
２２

日
（
土
）
午
後
１
時
半
開
演
（
１

時
開
場
）、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
無
料
。
吹
奏

楽
の
楽
し
い
演
奏
を
お
届
け
し
ま

す
。
ゲ
ス
ト
奏
者
は
宮
越
悠
貴
氏
。

詳
し
く
は
山
根
☎
０
９
０
・
２
１

６
２
・
４
６
８
１
へ
。

　
「
お
座
り
」
や
「
お
い
で
」
な
ど

の
基
本
的
な
練
習
か
ら
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
た
め
の
「
災
害
に
備

え
る
ク
レ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

ま
で
、
愛
犬
の
し
つ
け
を
楽
し
く

行
う
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。
ま

た
、
教
室
終
了
後
、
個
別
に
か
み

癖
や
無
駄
ぼ
え
、
興
奮
癖
な
ど
、

愛
犬
の
困
っ
た
悩
み
に
お
答
え
し

ま
す
。
西
武
・
武
蔵
野
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
、
東
久
留
米
市
共
催
。

　
【
日
時
】
６
月
３
日
（
土
）
午
前

　
時
半
～
正
午
と
午
後
２
時
～
３

１０時
半
の
２
回
（
開
始　
分
前
か
ら

３０

受
け
付
け
）

　
※
雨
天
時
は
、
内
容
の
変
更
・

中
止
・
順
延
の
場
合
あ
り
。

　
【
会
場
】都
立
六
仙
公
園
芝
生
広

場
（
健
康
遊
具
付
近
）

　
※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
【
定
員
】各
回
先
着　
組（
飼
い

２５

主
１
人
に
つ
き
愛
犬
１
頭
。
複
数

頭
で
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

　
【
講
師
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
社
会
動
物

環
境
整
備
協
会
の
ド
ッ
グ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
持
ち
物
】首
輪
、伸
び
縮
み
し

な
い
タ
イ
プ
の
リ
ー
ド

　
【
ご
注
意
】雌
犬
で
発
情
中（
出

血
終
了
後
２
～
３
週
間
）
の
愛
犬

は
参
加
で
き
ま
せ
ん

　
申
し
込
み
は
５
月　
日
（
月
）

１５

か
ら
、
電
話
で
都
立
野
川
公
園

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
２

２
・
３
１
・
６
４
５
７
（
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
へ
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

環
境
政
策
課
☎
４
７
０
・
７
７
５

３
へ
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
５
月
に

全
国
で
赤
十
字
活
動
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
と
活
動
資
金
の
募
集
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
国
内
や
世

界
で
、
災
害
・
戦
争
・
病
気
・
貧

困
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
苦

し
ん
で
い
る
方
た
ち
の
命
と
尊
厳

を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
赤
十
字
の
活
動
は
、
多
く
の
方

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
活
動
資
金
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。
主
催
は
東
久

留
米
市
赤
十
字
奉
仕
団
。

　
【
日
時
】
５
月　
日
（
土
）
午
後

２７

１
時
～
４
時

　
【
会
場
】市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

　
【
内
容
】
①
「
減
災
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
＝
三
角
巾
を
使
っ
て

応
急
手
当
▼
非
常
食
の
紹
介
▼
新

聞
紙
を
使
っ
た
ス
リ
ッ
パ
作
り
▼

防
災
頭
巾
作
り
▼
ホ
ッ
ト
タ
オ
ル

の
作
り
方
▼
毛
布
で
簡
単
ガ
ウ
ン

作
り
②
「
パ
ネ
ル
展
示
」
＝
日
本

赤
十
字
社
の
活
動
お
よ
び
東
久
留

米
市
赤
十
字
奉
仕
団
活
動
の
紹
介

　
詳
し
く
は
同
奉
仕
団
・
神
藤
☎

４
７
５
・
６
６
６
６
ま
た
は
市
福

祉
総
務
課
☎
４
７
０
・
７
７
４
１

へ
。

　
万
が
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て

「
東
京
都
市
町
村
民
交
通
災
害
共

済（
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
）」に
加
入

し
ま
せ
ん
か
。
ち
ょ
こ
っ
と
共
済

は
、
都
内
の　
全
市
町
村
が
共
同

３９

で
実
施
す
る
共
済
制
度
で
、
会
員

が
交
通
事
故
の
け
が
に
よ
り
治
療

を
受
け
た
場
合
、
会
員
の
皆
さ
ん

が
出
し
合
っ
た
会
費
か
ら
、
見
舞

金
を
お
支
払
い
す
る
事
業
で
す
。

現
在
、　

年
度
の
加
入
申
し
込
み

２９

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
【
共
済
期
間
】加
入
日
の
翌
日
～

　
年
３
月　
日
（
土
）

３０

３１

　
【
加
入
資
格
】市
内
に
住
民
登
録

の
あ
る
方
、
ま
た
は
会
員
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
て
就
学
の
た
め

都
の
市
町
村
外
に
お
住
ま
い
の
方

　
【
会
費
】A
コ
ー
ス
１
０
０
０
円
、

B
コ
ー
ス
５
０
０
円
（
コ
ー
ス
に

よ
っ
て
見
舞
金
の
額
が
異
な
り
ま

す
）

　
【
加
入
申
し
込
み
】道
路
計
画
課

（
市
役
所
５
階
）、
上
の
原・ひ
ば

り
が
丘
・
滝
山
の
各
連
絡
所
、
市

内
の
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
除
く
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
詳
し
く
は
同
課
道
路
交
通
計
画

係
☎
４
７
０
・
７
７
６
８
へ
。

東
久
留
米
市
自
転
車
等
放
置 

防
止
対
策
審
議
会

　
自
転
車
等
の
利
用
の
利
便
性
を

改
善
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
、　

年
５
月
か
ら
、

２８

５
回
に
わ
た
り
学
識
経
験
者
を
含

む
７
人
の
審
議
委
員
に
よ
り
審
議

会
を
開
催
し
、
自
転
車
な
ど
の
放

置
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
「
自

転
車
等
駐
車
場
使
用
料
等
の
改

定
」
に
つ
い
て
審
議
を
し
て
き
ま

し
た
。
審
議
会
で
は
自
転
車
等
駐

車
場
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の

現
地
視
察
を
行
い
、
市
営
・
民
営

の
駐
車
場
の
現
況
や
放
置
自
転
車

な
ど
の
現
状
を
確
認
し
、
現
行
の

使
用
料
設
定
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
歳
入
・
歳
出
の
バ
ラ

ン
ス
が
計
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
を

審
議
し
ま
し
た
。

市
営
自
転
車
等
駐
車
場
の 

財

政

状

況

　
　
年
度
の
施
設
等
経
費
は
、
定

２７
期
・
一
時
利
用
駐
車
場
経
費
が
約

２
４
２
７
万
円
減
、
集
積
所
経
費

は
約
３
９
３
万
円
減
と
な
り
、
大

幅
な
マ
イ
ナ
ス
収
支
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
定
期
・
一
時
利
用
駐
車
場
経
費

を
自
転
車
等
１
台
当
た
り
の
経
費

に
換
算
す
る
と
８
５
３
３
円
減
、

集
積
所
で
１
台
返
還
す
る
経
費
は

１
万
２
０
０
円
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
市
営
自
転
車
等
駐
車
場
の
運
営

に
当
た
っ
て
は
、
使
用
料
を
財
源

に
充
当
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
で

は
１
０
０
０
万
～
２
０
０
０
万
円

程
度
、
歳
出
が
歳
入
を
上
回
り
、

そ
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
市
の
財

源
を
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の
中
、

審
議
会
で
は
施
設
経
費
等
調
書
や

近
隣
市
の
使
用
料
、
自
転
車
等
集

積
所
の
返
還
状
況
な
ど
を
鑑
み
な

が
ら
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に

　
６
月
前
後
は
カ
ラ
ス
の
繁
殖

期
で
す
。
カ
ラ
ス
の
多
く
は
、

卵
や
ひ
な
を
守
る
た
め
に
、
巣

や
ひ
な
に
近
づ
く
と
威
嚇
な
ど

を
し
て
き
ま
す
。
ま
た
、
多
く

の
カ
ラ
ス
は
、
餌
の
捕
れ
る
周

辺
に
生
息
し
ま
す
。
餌
に
な
り

や
す
い
生
ご
み
を
少
な
く
す
る

な
ど
、
ご
み
の
出
し
方
を
工
夫

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
カ
ラ
ス
に
威
嚇
な
ど
さ
れ
な

い
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
予
防

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
①
カ
ラ
ス
を
刺
激
し
な
い
②

巣
や
ひ
な
に
近
づ
か
な
い
③
帽

子
や
日
傘
で
身
を
守
る

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４

７
０
・
７
７
５
３
へ
。

　
６
月
４
日
（
日
）
～　
日
（
土
）

１０

は
危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

　
家
庭
や
職
場
で
身
近
に
使
わ
れ

て
い
る
危
険
物
の
取
り
扱
い
方
法

や
危
険
性
に
つ
い
て
、
も
う
一
度

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
危
険
物
災
害
の
消
防
演
習
を
実

施
し
ま
す

　
【
日
時
】
５
月　
日
（
火
）
午
前

３０

　
時
～　
時
半

１０

１０

　
【
会
場
】東
京
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株

式
会
社
久
留
米
工
場
（
下
里
５
ノ

６
ノ　
）
１４

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
危
険
物
係
☎
４
７
１
・
０
１

１
９
（
内
線
６
１
０
）
へ
。

　
市
で
は
、　

年
３
月
に
「
男
女

２３

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す

　
東
久
留
米
市
第
２
次
男
女
平
等

推
進
プ
ラ
ン
」「
東
久
留
米
市
第
２

次
配
偶
者
暴
力
対
策
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
、
配
偶
者
暴
力
の
根
絶
に
向
け

て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
計
画
期
間
の
終
了
が

　
年
３
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
東

２９久
留
米
市
男
女
平
等
推
進
市
民
会

議
で
の
検
討・答
申
を
受
け
、「
東

久
留
米
市
第
３
次
男
女
平
等
推
進

プ
ラ
ン
」（
計
画
期
間
は　
年
度
～

２９

　
年
度
の
６
年
間
）
を
策
定
し
ま

３４し
た
。

　
同
プ
ラ
ン
の
全
文
は
生
活
文
化

課
、
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
い
ず
れ
も
市
役
所
２
階
）、
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
同
１
階
）
の

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

計
画
の
位
置
付
け

　
同
プ
ラ
ン
は
、「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
」
に
基
づ
き
、
市

が
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
た
施
策
を
総
合
的
・
計
画
的

に
進
め
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画

で
す
。
ま
た
、
同
プ
ラ
ン
の
一
部

は
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止

及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
市
に
お
け
る

配
偶
者
暴
力
対
策
の
施
策
を
体
系

的
に
示
す
計
画
、「
女
性
の
職
業

生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
く
「
市
町
村

推
進
計
画
」
と
し
て
も
位
置
付
け

て
い
ま
す
。

基

本

理

念

新
た
な
舞
台
で

男
女
が
参
画　
男
女
が
活
躍

と
も
に
認
め
合
い

と
も
に
暮
ら
し
を
つ
く
る
ま
ち

東
久
留
米

計

画

の

体

系

　
同
プ
ラ
ン
で
は
６
つ
の
目
標
に

沿
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
働
く
た
め
の
環
境
整
備
と

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

推
進

（
２
）
職
業
生
活
に
お
け
る
女
性

の
活
躍
推
進

（
３
）
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
推
進

（
４
）
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の

実
現

（
５
）
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
た
社
会
基
盤
の
整
備

（
６
）
推
進
体
制
の
整
備
・
強
化

会
連
合
会
理
事
、
東
京
都
社
会
保

険
労
務
士
会
副
会
長
で
同
会
武
蔵

野
統
括
支
部
長
の
山
田
晴
男
氏

　
申
し
込
み
は
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
（
０
４
２
・
３
２
３
・
８
５

１
２
）
で
東
京
都
労
働
相
談
情
報

セ
ン
タ
ー
国
分
寺
事
務
所
☎
０
４

２
・
３
２
３
・
８
５
１
１
へ
。
同

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
た
ら
く
ネ
ッ
ト
」（http

://www.hataraku.metro.tokyo.j
p

）
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
事
務
局
へ
。

　
【
日
時
】
①
６
月　
日
（
金
）
②

２３

　
日
（
月
）
の
い
ず
れ
も
午
後
２

２６時
～
４
時

　
【
会
場
】国
分
寺
労
政
会
館
４
階

第
５
会
議
室
（
国
分
寺
市
南
町
３

ノ　
ノ　
）

２２

１０

　
【
内
容
】①
が「
働
き
方
改
革
が

求
め
ら
れ
る
背
景
」「
育
児
と
仕
事

の
両
立
支
援
」「
介
護
と
仕
事
の
両

立
支
援
」。
②
が「
治
療
と
就
業
継

続
の
あ
り
方
～
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
～
」「
社
労
士
会
の
取

組
み
事
例
か
ら
」

　
【
対
象
】事
業
主
、企
業
の
人
事

労
務
担
当
者
、
テ
ー
マ
に
関
心
の

あ
る
方

　
【
定
員
】
各
日
１
０
０
人

　
【
講
師
】全
国
社
会
保
険
労
務
士

　
秋
の
文
化
の
祭
典「
市
民
文
化

祭
｣
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
こ

の
催
し
は
、
市
文
化
協
会
と
参
加

す
る
皆
さ
ん
で
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、
企
画
・
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
文
化
祭
の
準
備
を
進
め
る
た
め

に
、
実
行
委
員
会
を
次
の
通
り
開

催
し
ま
す
。
展
示
・
舞
台
部
門
な

ど
の
参
加
希
望
者
で
実
行
委
員
と

し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、

ご
出
席
く
だ
さ
い
。
主
催
は
東
久

留
米
市
、
共
催
は
市
文
化
協
会
。

　
【
日
時
】
６
月　
日
（
土
）
午
前

１７

　
時
か
ら

１０
　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
集

会
学
習
室
１
・
２

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
事
務
局
☎
４

７
７
・
４
７
０
０
（
第
４
月
曜
日

を
除
く
、
月
曜
～
金
曜
日
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）
へ
。

　
こ
の
事
業
は　
年
度
文
化
芸
術

２９

振
興
費
補
助
金
を
活
用
し
、
次
の

教
室
を
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
教
室
に
つ
い
て
が
各

実
施
団
体
、
事
業
に
つ
い
て
が
生

涯
学
習
課
☎
４
７
０・７
７
８
４
へ
。

い
け
ば
な「
滝
山
こ
ど
も
教
室
」

　
【
日
時
】全　
回
。
５
月　
日
～

１０

２０

　
年
１
月　
日
の
い
ず
れ
も
土
曜

３０

２０

日
、
午
前　
時
か
ら

１０

　
【
会
場
】西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
３

階
講
習
室

　
【
対
象
】
小
学
１
年
～
６
年
生

（
男
子
歓
迎
）

　
【
定
員
】
先
着　
人
２０

　
【
費
用
】参
加
費
１
回
８
５
０
円

（
特
別
行
事
は
別
途
集
金
）

　
【
持
ち
物
】
筆
記
用
具

　
【
実
施
団
体
】い
け
ば
な
グ
ル
ー

プ
「
こ
ぶ
し
」

　
申
し
込
み
は
同
グ
ル
ー
プ
・
松

田
☎
４
７
３
・
３
５
７
０
へ
。

東
久
留
米
こ
ど
も
将
棋
教
室

　
【
日
時
】全　
回
。
６
月　
日
～

１９

１１

　
年
３
月　
日
の
い
ず
れ
も
日
曜

３０

２５

日
、
午
前
９
時
～
正
午

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
他

　
【
対
象
】
小
学
生
以
下

　
【
定
員
】
先
着　
人
３０

　
【
費
用
】
年
５
０
０
円

　
【
持
ち
物
】
テ
キ
ス
ト
、
名
札
、

筆
記
用
具

　
【
実
施
団
体
】東
久
留
米
市
将
棋

研
究
会

　
【
そ
の
他
】教
室
は
３
組
に
分
け

ま
す
。
詳
細
は
受
け
付
け
後
、
は

が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
申
し
込
み
は
５
月　
日
（
水
）

３１

ま
で
に
、
同
会
・
小
町
谷
☎
４
２

７・８
５
１
３
ま
た
は
☎
０
９
０・

１
２
５
４
・
４
４
９
０
へ
。

　
「
村
野
家
住
宅
」は
江
戸
時
代
か

ら
明
治
・
大
正
期
の
建
造
物
で
、

か
や
ぶ
き
屋
根
を
持
つ 
主  
屋 
を
中

し
ゅ お
く

心
と
し
、
離
れ
・
土
蔵
３
棟
・ 
薬 やく

 
医 
門
・ 
中  
雀 
門
が
、
平
成　
年

い 

ち
ゅ
う じ
ゃ
く

２３

に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
同
住
宅
は
個
人
住

宅
で
あ
る
た
め
、
普
段
は
見
学
が

で
き
ま
せ
ん
が
、
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ

ブ
が
主
催
し
、
市
教
育
委
員
会
が

協
力
し
て
、
特
別
見
学
会
を
行
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
郷
土
資
料
室
☎
４
７

２
・
０
０
５
１
ま
た
は
主
催
者
へ
。

「
村
野
家
住
宅
」特
別
見
学
会

　
主
催
は 
顧  
想 
園
（
村
野
家
）
サ

こ 
そ
う

ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
。

　
【
日
時
】
６
月
８
日
（
木
）
午
前

　

時
か
ら
と
、
午
後
１
時
か
ら

１０（
約
１
時
間
半
）

　
【
集
合
場
所
】「
村
野
家
」
前

（
柳
窪
４
ノ　
ノ　
、
西
武
バ
ス

１５

４１

「
柳
窪
一
丁
目
」
バ
ス
停
か
ら
徒

歩
７
分
。
途
中
案
内
標
識
あ
り
）

　
【
定
員
】
各
回
先
着　
人
５０

　
【
参
加
費
】
５
０
０
円
（
資
料
代
、

茶
菓
子
代
、
維
持
協
力
費
）

　
申
し
込
み
は
５
月　
日
（
水
）

３１

ま
で
に（
必
着
）、往
復
は
が
き
に

氏
名
（
同
伴
２
人
ま
で
連
記
可
）、

住
所
、連
絡
先
電
話
番
号
、午
前・

午
後
の
希
望
と
返
信
用
宛
名
を
記

入
の
上
、
〒
１
８
７
儿
０
０
４
１
、

小
平
市
美
園
町
１
ノ
６
ノ
１
ノ
２

０
７
、
株
式
会
社
兼
七
内
「
顧
想

園
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
事
務
局
」
宛

て
郵
送
を
。

　
詳
し
く
は
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎

０
４
２
・
３
４
４
・
６
７
３
５
ま

た
は
同
担
当
・ 
黛 
☎
４
１
０
・

ま
ゆ
ず
み

０
４
９
７
へ
。

　
昨
年
の　
月
に
開
催
し
た
「
地

１１

場
産
野
菜
の
料
理
教
室
」
を
今
年

は
「
一
般
参
加
」「
親
子
参
加
」
の

２
回
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
の
生
産
者
が
丹
精
込
め
て

育
て
た
新
鮮
で
栄
養
豊
富
な
旬
の

野
菜
を
使
い
、
楽
し
み
な
が
ら
お

い
し
い
料
理
を
一
緒
に
作
り
ま
せ

ん
か
。
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
活
躍
中

で
、
市
内
の
料
理
教
室
を
開
催
し

て　
年
以
上
の
石
原
洋
子
氏
を
講

４０
師
に
お
招
き
し
ま
す
。

　
市
外
在
住
の
方
も
参
加
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
①
７
月　
日
（
水
）
②

１２

　
日
（
金
）
の
い
ず
れ
も
午
後
１

２８

時
半
か
ら

　
【
会
場
】わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ

料
理
室

　
【
参
加
資
格
】①
が　
歳
以
上
の

１８

方
②
が
小
学
３
年
～
６
年
生
と
そ

の
保
護
者
。
い
ず
れ
も
ツ
イ
ッ

タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
、

積
極
的
に
市
内
の
農
業
に
つ
い
て

情
報
発
信
し
て
い
た
だ
け
る
方

　
【
定
員
】各
回　
人（
応
募
者
多

２５

数
の
場
合
は
抽
選
）

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
そ
の
他
】１
歳
～
未
就
学
児
の

保
育
あ
り

　
申
し
込
み
は
６
月　
日
（
火
）

２０

ま
で
に（
消
印
有
効
）、往
復
は
が

き
（
１
人
ま
た
は
親
子
で
１
通
）

に
住
所
、
参
加
者
全
員
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・生
年
月
日
、
電
話

番
号
、
希
望
日
、
保
育
希
望
の
有

無
（
保
育
児
童
の
年
齢
・
人
数
）

を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
儿
８
５

５
５
、
市
役
所
産
業
政
策
課
「
料

理
教
室
係
」
宛
て
郵
送
を
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
４
３
へ
。

自
転
車
等
駐
車
場
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
検
討
し
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
審
議
会
で
の
検
討
結

果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定

で
す
。

　
詳
し
く
は
管
理
課
管
理
調
整
担

当
☎
４
７
０
・
７
７
６
４
へ
。

　
「
東
村
山
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
５
号
線
橋
梁
新
設
工
事
」

に
伴
い
、　

年
９
月
か
ら
「
柳

２８

橋
～
三
方
橋
」
区
間
の
遊
歩
道

を
通
行
止
め
に
し
て
い
ま
す
が
、

５
月　
日
（
水
）
か
ら
一
部
区

１７

間
（
左
図
参
照
）
を
開
放
し
ま

す
。
　
な
お
、
遊
歩
道
の
全
区
間
開

放
時
期
は
、
改
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
施
設
建
設
課
工
事

係
☎
４
７
０
・
７
７
５
５
へ
。

×通行止め箇所
（都市計画道路工事現場から三方橋）

至小金井街道至新青梅街道

柳
窪
東
通
り

至東村山

都市計画道路

西団地南

やなぎくぼ
広場

公社久留米西住宅

しんやま
親水広場

柳橋

下里
コミュニティ
図書館

下里
コミュニティ
図書館

黒目
川遊歩

道

三方橋

第十小
柳窪
けやき
森の広場

柳窪
けやき
森の広場

通行止め区間

歩行者迂回路

開放区間

N

黒目川の遊歩道一部開放区間

　
市
で
は
、
毎
年　
月
１
日
の

１０

市
制
施
行
記
念
日
に
、
表
彰
式

典
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
式
典

で
は
、
市
の
公
益
の
増
進
や
文

化
の
向
上
に
功
労
の
あ
っ
た
方

や
、
市
民
の
模
範
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
方
に
、
市
表
彰
規
則
に

基
づ
い
て
表
彰
状
・
感
謝
状
の

贈
呈
を
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
身
近
に
、
善
行
な

ど
で
市
民
の
模
範
と
な
る
方
や

団
体
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
推
薦

し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
推
薦
対
象
の
一
例
】５
年
以

上
続
け
て
環
境
美
化
活
動
や
慈

善
行
為
を
し
て
い
る
方
や
団
体

▼
自
己
の
危
険
も
顧
み
ず
、
人

命
を
救
助
し
た
方
や
団
体

　
【
推
薦
方
法
】６
月
１
日（
木
）

ま
で
に（
必
着
）、表
彰
候
補
者

の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

善
行
の
内
容
と
、
推
薦
す
る
方

の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

（
詳
し
い
内
容
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
く
た
め
）
を
記
入
の
上
、

〒
２
０
３
儿
８
５
５
５
、
市
役

所
秘
書
広
報
課
宛
て
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
（
４
７
０
・
７
８
０

４
）、
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル（hi    

shokoho@
city.higashiku

        
               

rum
e.lg.j

   
      p  
）
で
送
信
し
て
く

だ
さ
い（
い
ず
れ
も
題
名
を「
表

彰
推
薦　
秘
書
広
報
課
」
と
記

入
し
て
く
だ
さ
い
）

　
詳
し
く
は
同
課
秘
書
係
☎
４

７
０
・
７
７
１
２
へ
。

「
東
久
留
米
市
第
３
次
男
女
平
等

推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た

第
２
第
２
回回

自
転
車
等
駐
車
場
の
現
状
に
つ
い
て

シリーズ

「
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
メ
イ
ク
教
室
」

を
開
催
し
ま
す

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

育
児
・
介
護
、
が
ん
や
難
病
な
ど
の
病
気
療
養

偐
制
約
社
員
僑の
急
増
と
仕
事
と
の
両
立
支
援
・

就
業
継
続
の
あ
り
方
に
つ
い
て５

月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
すす

「
減
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

「
赤
十
字
活
動
パ
ネ
ル
展
」を
開
催
し
ま
す

日本赤十字社マス
コットキャラクター
「ハートラちゃん」

◀
ち
ょ
こっ
と
共
済
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

年
度
の
加
入
が
お
済
み
で
な
い
方
へ

２９交
通
災
害
共
済「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」に

加
入
し
ま
せ
ん
か

カ
ラ
ス
被
害
の

予
防
に
つ
い
て

伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業

伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業
のの

お
知
ら

お
知
ら
せせ

「「
第

回
市
民
文
化
祭

第　

回
市
民
文
化
祭
」」

４７４７実
行
委
員
会
を
開
催
し
ま

実
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
すす

親
子
で
参
加

親
子
で
参
加
！！

「
地
場
産
野
菜
の
料
理
教
室

「
地
場
産
野
菜
の
料
理
教
室
」」

参
加
者
を
募
集
し
ま

参
加
者
を
募
集
し
ま
すす

身
近
な
方
や
団
体
で
善
行
な
ど

身
近
な
方
や
団
体
で
善
行
な
ど
をを

さ
れ
た
方
を
ご
推
薦
く
だ
さ

さ
れ
た
方
を
ご
推
薦
く
だ
さ
いい

～
愛
犬
し
つ
け
教
室
プ
ラ
ス
防
災
～
を

開
催
し
ま
す

ワワワワワワワワワワ
ンンンンンンンンンン
ワワワワワワワワワワ
ンンンンンンンンンン
パパパパパパパパパパ
ーーーーーーーーーー
クククククククククク
スススススススススス
クククククククククク
ーーーーーーーーーー

ワ
ン
ワ
ン
パ
ー
ク
ス
ク
ー
ルルルルルルルルルルル

「
村
野
家
住
宅
」

国
の
登
録
有
形
文
化
財

特
別
見
学
会
の
お
知
ら
せ

▲主屋▲離れ

▲薬医門 ▲中雀門 ▲土蔵

危
険
物
安
全
週
間
の
お
知
ら
せ

　

年
度
東
京
消
防
庁
危
険
物
安
全
標
語

２９「
危
険
物　

ル
ー
ル
を
守
っ
て　

安
全
に
」

黒目川の遊歩道黒目川の遊歩道をを
一部開放しま一部開放しますす

　

年
度
使
用
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

２９


